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トマトの袋培地栽培マニュアル

袋培地栽培システムの構成
袋培地栽培システム（特許出願中）は、30Ｌの袋培地に４株のトマト苗を植え付け、施肥はその日

の必要肥料分を早朝に液肥で供給し、潅水は水分センサの検知により保水容量の小さい袋培地に

対して１回に１株100～200mlの少量を高頻度（１日最高20～30回）に行って、過剰潅水によ

る肥料溶脱を抑え、水分制御による高品質なトマトを安定的に生産します。

袋培地栽培システムの特徴
（１）下敷シートを全面に敷き、地床と完全に分離した隔離栽培

・土壌条件に左右されず、自根栽培が可能

・土ぼこりのない快適な作業環境

（２）水分センサによる少量高頻度潅水制御

・環境負荷が少なく、節水が可能

（３）低コストで設置施工が簡単

・導入資材経費は約1７00千円／10ａ(600袋）

（４）作業時間の短縮

・施肥・潅水の自動化、開発した定植・撤去作業等により省力化を実現

（５）施肥・潅水等栽培管理のマニュアル化

・高品質・安定生産が可能
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設置事例

本ぽ設置手順１

(1) ほ場の準備

(2) 袋培地の設置及び調整

(3) 排水孔の設置及び点滴チューブの配置

２ 施肥・潅水制御装置の設置

・水分センサを袋培地中央に設置して施肥・潅水制御器に接続する。
・液肥混入ポンプ２台（原液２液用 ：ポンプ吐出管を潅水管に直接接続する。）
・自動サンドフィルター、減圧弁、電磁弁等の設置が必要である。

↓
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シートを敷く

防根シートは袋を置く位置
を中心に帯状に敷く

下敷きシートは
ほ場全面に敷く

↑

袋培地を置き、上面を整地 袋培地上面に定植穴をあける

排水孔の設置 点滴チューブの設置

袋培地底部両端に排水孔を設置
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栽培の特徴

１ 無底ポット定植

ポット育苗した苗を定植時に同一サイズの底面のないポット無底ポット定植は：
（無底ポット）に入れ替えて、培地上に置くだけの定植方法

点滴チューブを
持ち上げて無底
ポットに入れた
苗を定植穴に置
く。ポットのサ
イズは９㎝。

（ ）袋培地と無底ポ 図１ 作業時間の比較 100株当たり
ットの境界面を ＊無底ポット定植により作業時間
鋸鎌で切断し、 が大幅に短縮できる。
無底ポットは
再利用できる。

定植・撤去時の潅水の注意点

・定植前・撤去後の袋培地は １．８pF
で自動潅水しておく。

・高温期の定植は活着するまで無底ポッ
ト内が乾くので手動潅水で補完する。

２ その他

夏場の定植で 誘引作業等に
袋培地に直射 よる無底ポッ
が当たる条件 トの傾き防止
では、遮熱シ には棒状のも
ートの利用が のを刺して
有効である。 固定する。

トマトの施肥・潅水管理

施肥管理（タイマー制御） 潅水管理（水分センサ制御）
液肥給水１時間後より日没まで１回＋

早朝に１回液肥給水 ～ ／株の潅水を行う。潅水200mL 100 200mL
／株を行う。 後 分休止する。30

液肥給水量１
(１-1) 施肥のイメージ

生育ステージ ： 定植 第３果房開花 摘芯以降 終了

窒素日施用量（促成作型）：25～50～100mg/株　 100～180mg/株　150～50～0mg/株

窒素日施用量は１日に施用する株当たり窒素量）（
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（栄養生長を抑える）



(1-2) 施肥例

半促成作型（７段収穫） 促成作型（７段収穫） 施肥のポイント

①作型及び収穫段数に
よって生育段階ごと
の窒素日施用量は異
なる。

②液肥給液は定植翌日
より毎日行い、栽培
終了の数日前に中止
する。

③窒素日施用量の増減
は、液肥原液の希釈
倍率（混入率）及び
液肥給液の時間で調
節する。

④土壌溶液ＥＣ値は窒
素日量の増減の判断
材料となるので、採
水調査を行うことが
望ましい。

２ 潅水管理

過剰な潅水がない自動潅水の設定：袋培地内の水分が設定された潅水開始点
（通常設定ｐＦ1.8）以上に達した時、株当 ので、排液率は５
たり100～200mLの潅水を行う。 ％以下となる。

列の両端の袋
培地は受光環
境が良く、水
分不足となり
易いため、栽
培途中より給
液量増加対策
を行う。

図２ 半促成作型における給液量と排液率
（７段収穫、設定pＦ1.8）
＊排液率は５％以下で推移した。

自動潅水制御： １つの袋培地の水分状態 水分センサを設置する袋培地の選
を検知して、ほ場全体の 定が重要で、潅水時間帯、１回潅
潅水を制御している。 水量、休止時間を調整する。
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給液量増加対策

１袋あたりの点滴孔
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